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三重県企業庁
マスコットキャラクター
『みずたまくん』



経営理念

　公共性と経済性を両立させたうえで、県民の日常生活
や経済活動に欠くことのできない広域的なサービスを将
来にわたり提供することで、県民のくらしの安全・安心の
確保や地域経済の発展に貢献します。

三重県企業庁
マスコットキャラクター
「みずたまくん」
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三重県企業庁とは

１三重県が経営する企業（地方公営企業）です。

　地方公営企業は、都道府県などの地方公共団体が、
地域住民の福祉の増進を目的として経営する企業のこ
とをいい、経済性を発揮した公的サービス（水道事業、
工業用水道事業、鉄道事業、電気事業、ガス事業、病
院事業など）を行う役割を担っています。

３一般の行政機関とどう違うの？

　地域住民の福祉の増進を目的とした仕事を行っている点で
は、一般の地方行政機関と同じです。
　大きく異なるのは、経費の負担の面です。地方公営企業の
経費は、原則として料金など経営にともなう収入により充て
ることが法律で定められています（地方財政法）。
　経費が税金ではなく、受益者からの料金収入によって賄わ
れている点に違いがあります。

２具体的には、どんな仕事をしているの？

　三重県企業庁では、以下の２事業を行っています。

　・水道用水供給事業
　・工業用水道事業



4水道用水供給事業って、なに？
　みなさんがご利用いただいている水道水は、お住まいの市町がお届けしていますが、独
自に確保している水源だけでは不足する市町もあります。
　三重県企業庁では、このような市町に不足する水道水をお届けするため、水道用水供給
事業という、いわゆる水道水の卸売りを行っています。
　みなさんには、なじみが薄いかもしれませんが、市町を通じて、三重県企業庁は安全で
安心な水道水をお届けしています。

5工業用水道事業って、なに？
　工場は、製品を生産すると同時に雇用の場を提供しており、地域社会や地域経
済にとって、非常に大きな役割を果たしています。
　これらの工場で使われる冷却・温調用水、製品処理・洗浄用水、ボイラー用水、
原料用水などの水をまとめて「工業用水」と呼びます。
　三重県企業庁では、工業用水道事業という工業用水を工場にお届けする仕事を
行っています。

　最新情報、水質検査結果などの日常管理情報、財務状況、各
事業所に関する情報などを掲載しています。

https://www.pref.mie.lg.jp/D1KIGYO/

三重県企業庁　ホームページ
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水道用水供給事業

１三重県企業庁が行う水道用水供給事業

　昭和 43 年に志摩地方で給水を開始して以来､現在では
北中勢水道用水供給事業と南勢志摩水道用水供給事業の
２つの事業を行い、５つの浄水場を合わせて一日最大給
水量 429,366 ㎥の施設能力により､県内 29 市町のうち
18市町へ水道用水を供給しています｡

北中勢水道用水供給事業
　木曽川や雲出川などの４つの水源
から取水した水を播磨浄水場、高野
浄水場などの４つの浄水場で処理し
て、一日最大 289,516 ㎥の水道用
水を、四日市市、桑名市、鈴鹿市、
亀山市を中心とする北勢地域の４市
４町と、津市を中心とする中勢地域
の２市に供給しています。

南勢志摩水道用水供給事業
　櫛田川から取水した水を多気浄水
場で処理して、一日最大 139,850 ㎥
の水道用水を、松阪市、伊勢市、鳥
羽市、志摩市などの南勢志摩地域の
４市５町に供給しています。



２三重県企業庁の水が占める割合

３営業実績

　三重県内の水道水の約30％を占めています。
　各市町における三重県企業庁からの水と自己水源から
の水の割合は下のグラフのとおりです。

県内水道の給水量に
三重県企業庁の水が占める割合

（令和３年度実績）
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水道用水の年間供給量　１年間で約 7,600 万㎥、１日あたりに
換算すると平均して約 21万㎥の水道用水
を供給しています。
　令和４年度の年間供給量は、前年度と
比べわずかに減少しましたが、横ばい傾
向にあります。

　１日に送っている水量は、約

70万人分に相当します。

（１日の水道水の使用量は１人当

たり約300㍑【厚生労働省調べ】）

TOPIC



新屋敷取水所（松阪）
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１三重県企業庁が行う工業用水道事業

北北北北北伊

中中中中中中伊

松松松阪松阪

三重重県企業庁が行う工業用水道

北伊勢工業用水道事業
　四日市市を中心とする北勢地域の臨
海部は、古くから紡績を主とする工場
が立地し、昭和 30年代頃からは石油化
学コンビナートが形成され、全国でも
有数の工業地域に発展してきました。
　工業の発展に伴い、工業用水の需要
は急増し、県では昭和 28年に四日市工
業用水道の建設に着手し、昭和 31年４
月から給水を開始しました。
　その後、北伊勢工業用水道第１期事業
から第４期事業に至るまで増設を重ね、
現在の給水能力は日量 840,000 ㎥を有
し、69社 80工場に給水しています。

松阪工業用水道事業
　松阪市の臨海部は、国道などの陸上交通網や松阪
港の整備が進められ、昭和 30 年代から活発に工場
の立地が進み、工業用水の需要も増えてきました。
　そこで、昭和 36 年に櫛田川を水源とする工業用
水道の建設に着手し、昭和 38 年 10 月から日量
14,000㎥の給水を開始しました。
　その後、新しい工場の進出等により水需要が増加
したため、３回の増設を重ね、現在の給水能力は日
量38,500㎥を有し、７社７工場に給水しています。

中伊勢工業用水道事業
　津市を中心とする中勢地域の臨海部は、戦
前から繊維工業を中心に発展してきましたが、
戦後は南部の丘陵地帯にも工場が立地し、人
口も年々増加してきました。従来から工業用
水の水源として地下水や上水道を使用してい
ましたが、地下水については水質が悪化する
傾向にあり、上水道についても人口の増加や
生活様式の変化などにより水不足が生じてき
ました。
　そこで、昭和 44 年から雲出川上流の君ヶ
野ダムを水源とする工業用水道の建設に着手
し、昭和 46 年５月から給水を開始しました。
現在の給水能力は日量 33,000 ㎥を有し、15
社 17工場に給水しています。



２三重県企業庁の水が占める割合三重県企業庁の水が占める割合

　県内の 91 社 104 工場に工業用水を供給しており、三
重県全体の需要量の約46％を担っています。
　工業用水は産業の血液とも呼ばれ、冷却・温調用水、製
品処理・洗浄用水、ボイラー用水、原料用水などとして利
用されており、地域経済にとって欠くことのできないもの
となっています。また、地下水汲み上げによる地盤沈下を
防止する役割も担っており、環境の保全に役立っています。

３営業実績営営業業実実績績

化学
53.9%

（令和２年実績　工業統計より） （平成22年実績　工業統計より）
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さまざまな産業、用途に使われる工業用水
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工業用水の産業別の使用状況 工業用水の用途別の使用状況

県内工業用水の使用量に
三重県企業庁の水が占める割合

（令和２年度実績）
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337,803千㎥
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　１年間で、約１億 5,691 万㎥、１日あ
たりに換算すると、平均して約 43万㎥の
工業用水を供給しています。
　近年、工場の新設や増設に伴う水需要
の伸びがある一方で、工場撤退に伴う工
業用水の使用廃止に伴い、水需要は横ば
い傾向にあります。
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水道用水・工業用水の供給のしくみ
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　ダムや河川に設けられた「取

水口」から取水した水（原水）は、

「沈砂池」で土砂などを取り除

いた後、浄水場の「着水井」へ

送ります。

　浄水場に着水した水の微粒子を取り除くため、「急

速かくはん池」において「ポリ塩化アルミニウム

（PAC)」などの薬品を注入し、「フロック形成池」

において微粒子などの固まりであるフロックを形成

させ、「沈でん池」と「急速ろ過池」でフロックを

沈降やろ過させることで取り除きます。

　最後に、大腸菌などの消毒を行うため、「混和池」

において「次亜塩素酸ナトリウム」を注入し、きれ

いになった水を「浄水池」に貯めます。
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工業用水

水道用水供給事業における水質管理

調
整
池

　「浄水池」から各市町の配水

池（受水タンク）へ送られた後、

各市町により一般家庭へ水道水

としてお届けされています。

水道用水供給事業における水質管理

　安全で安心な水道水をお届けするため、浄水処理工程にお
ける水の色・濁り、消毒の残留効果などの水質検査を毎日行っ
ています。また、水源から浄水（送水）に至る水の水質基準
51項目の検査及び有害物質などの水質管理目標設定項目の検
査を毎月行っています。
　これらのほか、大雨で水源の水が濁ったり、水道水でカビ
臭等が発生した時や、受水市町から水質などに関する問い合
わせがあった時には、臨時で検査を行なっています。
（令和４年度臨時検査数 299回）

浄水場の運転管理浄水場の運浄浄水水場場のの運転運転管管理

　いつでも水道水を安定してお届けするため、
浄水場では、24 時間体制で運転管理を行って
います。
　なお、運転管理は、段階的に民間委託を導
入し、平成 24 年度からは全ての浄水場にお
いて民間委託しています。

工工業業用用水水

　工業用水は、基本的には水道用水のしくみと同じですが、
水道水ほどの水質を求められていないことから、次のよう
な点で違いがあります。
　•微小フロックを取り除く「ろ過池」などの施設を設置
　　していません。
　•飲用として供給するものでないため、大腸菌などの消
　　毒を行っていません。
　また、工業用水は、三重県企業庁が直接各工場へお届け
しています。

ち

受水市町配水池
ち

三重県企業庁 市町
（水道用水供給事業） （水道事業）



持続可能な安定供給に向けた取組

施設改良・修繕

　令和３年10 月の和歌山市の水管橋崩落や、令和４年５月の明治用水頭首工の漏水をはじ
めとした大規模な事故の発生により、維持管理の重要性が再認識されています。
　三重県企業庁では、将来にわたり施設の機能を維持し、中長期的なトータルコストを縮
減するため、適切な維持管理に努め、施設の長寿命化を図るとともに、耐用年数、劣化状
況等を総合的に判断して効率的かつ計画的な更新を進めています。

漏水復旧

　道路等に埋設されている水道管は、土壌特性による腐食や
地中の迷走電流による電食等により損傷し、漏水することが
あります。
　漏水は、大切な水を無駄にするばかりでなく、道路陥
没などの二次災害を引き起こす原因にもなりかねません。
　このため、市町やユーザーなどへの影響（給水障害の
防止）も考慮しながら、できる限り迅速で的確な復旧作
業を行います。
　（令和４年度　水道用水供給事業の給水障害発生件数　０件

　　 　　　　工業用水道事業の給水障害発生件数　　０件）

塗装塗替中の水管橋更新した浄水場の緩速撹拌機更新した中央監視制御設備

分解点検中のポンプ設備制水弁取替工事の施工状況配水管布設替工事の施工状況

夜間の漏水復旧作業



　南海トラフ地震や近年頻発する自然災害の状況を踏まえ、想定される危機への事前対策と
して、施設の耐震化や風水害対策、応急復旧用資機材の確保等に取り組むとともに、危機発
生時に迅速かつ的確に対応できるよう危機管理マニュアル等に基づいた市町やユーザー、民
間事業者などと連携した訓練など、実践的な研修・訓練を行っています。

施設の耐震化や風水害対策

危機管理訓練　危機管理訓練　

災害時における活動災害時における活動

　三重県企業庁では、大規模な災害が発生したときに備え、応援協定を結んでいます。平成２３
年３月１１日に発生した東日本大震災や平成２３年の台風１２号による紀伊半島大水害時には速
やかに現地に赴き、生活に必要な飲料水の応急給水、被災施設の復旧支援等の活動を実施しました。

事務所の浸水対策 耐震管への布設替え 調整池の耐震補強 

応急給水拠点での給水訓練 給水車への給水訓練

応急給水活動（熊野市） 被災地に入る給水車（宮城県） 

三重県企業庁非常参集（実務）訓練 

災害等に備えて



環境保全と地域貢献

環境保全の取組

太陽光発電設備
　浄水場や水道事務所に太陽光発電設備を設置し、発電した電気を浄水場等で利用することで温室
効果ガス排出量削減に努めています。
　また、浄水場の沈でん池を太陽光パネルで覆って遮光することで、藻類発生防止等による水質改
善も図っています。
•播磨浄水場（桑名市）・・・・・・365kW
　播磨浄水場の消費電力量を約６％削減
•高野浄水場（津市）・・・・・・・150kW
　高野浄水場の消費電力量を約１％削減
•北勢水道事務所（四日市市）・・・・30kW
　北勢水道事務所の消費電力量を約16％削減

浄水場施設見学
　三重県企業庁の役割や事業内容、水の大切さを知っていただくため、浄
水場の施設見学を行っています。
　施設見学では、浄水場内の見学に加えて、水をきれいにする模擬実験な
どを行っています。

伊坂・山村ダムサイクリングコース
　伊坂ダム、山村ダムの周辺施設を地域住民の憩いの場として開放
しています。
　週末には、ダム湖周辺の散策や、サイクリングなど、大勢の人で
賑わっています。

三重県企業庁では、温室効果ガス排出量を削減するため、さまざまな取り組みを行っています。

小水力発電設備
　播磨浄水場に小水力発電設備を設置し、発電した電気を浄水
場で利用することで温室効果ガス排出量削減に努めています。
•播磨浄水場（桑名市）・・・80kW
　播磨浄水場の消費電力量を約８％削減

ＬＥＤ照明への取替
　浄水場や水道事務所などの照明をＬＥＤ照明に交換することで消費
電力の削減を図り温室効果ガス排出量削減に努めています。
•従来の蛍光灯・水銀灯に比べ消費電力量を約70％削減。

地域貢献

播磨浄水場太陽光発電設備

播磨浄水場小水力発電設備

照明のＬＥＤ化



各事業の料金

水道用水供給事業水水道道用用水水供供給給事事業業

　三重県企業庁の水道用水供給事業の料金体系は、基本料金及び使用料金による二部料金
制です。
　基本料金は、支払利息や減価償却費等施設整備に要した資本費に相当する部分をご負担
いただくものです。
　使用料金は、人件費、動力費、薬品費等の営業費用に相当する部分をご負担いただくも
のです。

　なお、この料金については、三重県企業庁から水道用水を受水する市町にご負担いただ
くものとなっており、各ご家庭で直接負担いただく水道料金とは異なるものです。

料金設定の考え方

水道 水供給事業

料料料金金設設定定のの考考ええ方方定

　地方公営企業の料金は、その健全な運営を確保する必要があるため、能率的な経営の下、
適正な原価に基づいて設定しています。
　また、料金には地方公営企業が継続してサービスを提供していくために必要な建設改良費
などの資本費も原価として含まれており、こうした仕組みは総括原価方式と呼ばれています。

総括原価方式による料金単価設定の考え方　　　　
　料金単価　＝　原価（営業費用＋資本費）　÷　供給量

料金表（令和５年４月１日現在）

基本料金・・「基本水量（一日最大給水量）」に「基本料金の料率（円／㎥・月）」を乗じて得た額

使用料金・・「使用水量」に「使用料金の料率（円／㎥）」を乗じて得た額

※県営の水道用水供給事業については、系統別に建設時期、規模が違うため、基本料金が異なります。



各事業の料金

工業用水道事業工業業用用水水道道事事業業

　三重県企業庁の工業用水道事業の料金は、基本料金と使用料金からなる二部料金制を採
用しています。
　基本料金は、基本使用水量（契約水量）にその月の日数を乗じて得た水量に対し、基本
料金単価を乗じて得た額です。
　使用料金は、使用水量（基本使用水量から休止水量を減じて得た水量）にその月の日数を乗
じて得た水量に対し、使用料金単価を乗じて得た額です。
　季節的に使用水量が少ない時期は、休止水量を申込むことにより使用料金を抑えることがで
きます。（１年を５月～10月と 11月～翌年４月の２期間に分け、それぞれの期間について休
止水量を申込むことが可能です。）
　なお、使用水量を超えて受水された場合には、超過した水量に対して別途超過料金を徴収し
ています。

料金の計算例

　給水料金 (円 / 月 )＝ａ基本料金＋ｂ使用料金＋ｃ超過料金＋ｄ消費税及び地方消費税

　　ａ.基本料金 (円 / 月 ) ＝基本使用水量 (㎥ / 日 )×月の日数×基本料金単価 (円 / ㎥ )
　　ｂ.使用料金 (円 /月 ) ＝(基本使用水量 (㎥ /日 )－休止水量 (㎥ /日 ))×月の日数×使用料金単価 (円 /㎥ )
　　ｃ. 超過料金 (円 / 月 ) ＝超過使用水量 (㎥ / 月 )× 超過料金単価 (円 / ㎥ )
　　ｄ. 消費税及び地方消費税 (円 / 月 )＝（ａ＋ｂ＋ｃ）×（100分の 10）

料金表（令和５年４月１日現在）
（単位：円 /㎥）税抜
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水でくらしを支える水でくらしを支えるででででででででで水
三重県企業庁

三重県企業庁


